
 

 

 

第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会 
参加者募集を開始しました 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、職業リハビリテーション※に関する研究成果等を

広く各方面に周知するとともに、参加者相互の意見交換、経験交流等を行うため、「職業リハビリテー

ション研究・実践発表会」を毎年開催しています。 

今年度は、11 月 15 日（火）及び 16 日（水）の２日間、東京ビッグサイトにて開催を予定しており、

８月末に参加者の募集を開始しました。 

また、新型コロナウイルス感染症対策で参加人数を絞っているため、一部のプログラムの開催の模様

は、同時ライブ配信のほか、後日当機構ホームページにて動画配信もいたします。 
 
※ 職業リハビリテーションとは、障害のある方に対して職業指導、職業訓練、職業紹介等を講じ、職業生活における自立を図ることをいいます。 
  当機構では、職業リハビリテーションに関する研究、技法の開発及びその成果の普及等のほか、地域障害者職業センターにおける職業リハビリテ 

ーションサービスの提供も行っています。 

 

 

１ 日時 

令和４年１１月１５日（火） １３時００分～１６時４０分 

１１月１６日（水）  １０時００分～１６時５０分 

※発表会に先立ち、基礎講座及び支援技法普及講習を行います。 

（11月 15日（火）10：30～12：00） 
 

２ 会場 

東京ビッグサイト 会議棟 （東京都江東区有明３－１１－１） 
 
３ プログラム 

１日目   
    「『同僚』のちょっとした理解とサポートが力になる～障害のある社員が働きやすい職場づくりについて～」 

 

「障害や難病等のある人々の多様な働き方の現在地～地域連携やテクノロジー活用の事例から～」 
 講師：近藤 武夫 氏  東京大学先端科学技術研究センター 社会包摂システム分野・教授 

 
  ２日目    
            障害者雇用に関するテーマを設定した分科会ごとに、研究者、企業関係者等が研究成果や実践報告等を発表 

 
         「大学等における発達障害学生への連携支援について」  

プログラムの詳細は、別添資料２をご覧ください。 
                                      

４ 参加申込 

申込方法の詳細は、別添資料２又は当機構ホームページをご覧ください。参加費は無料です。 
 

別添資料１ 「第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会 チラシ」 

別添資料２ 「第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会 ご案内」 

 

お問合せ 研究企画部 企画調整室 

     （担当：横田、中村） 

TEL：043-297-9067 

Mail：vrsr＠jeed.go.jp 

第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会 開催概要 

昨年度のパネルディスカッションの様子 

研究・実践発表（口頭発表） 

） 
パネルディスカッションⅡ（１５：１０～１６：５０） 

特別講演（１５：１０～１６：４０） 

パネルディスカッションⅠ（１３：４５～１４：５５） 

令和 4年 9月 7 日 

第 ２ 8 1 号 

独立行政法人 

高齢・障害・求職者雇用支援機構 

 



事務局 独立行政法人 高齢･障害･求職者雇用支援機構 

障害者職業総合センター 研究企画部企画調整室 

〒261－0014  千葉県千葉市美浜区若葉 3-1-3  

TEL：043-297-9067 E-Mail：vrsr@jeed.go.jp HP：https://www.nivr.jeed.go.jp 

0 職リハ発表会 検索 

参加費無料！お申込みはこちらから 

新型コロナウイルス感染症への対

応を考慮し、今回は開催規模を縮

小し、各プログラムの定員数を縮

減しております。 

「特別講演」、「パネルディスカッ

ション」の模様は、ライブ配信の

ほか当機構ホームページにも動画

を掲載する予定です（12月頃）。

遠方のため会場にお越しになれな

い場合等、ぜひご覧ください。

コーディネーター 井口  修一 障害者職業総合センター 主任研究員 

パ ネ リ ス ト 

(五十音順) 

小野寺 十二 東京障害者職業センター多摩支所 主任障害者職業カウンセラー 

白崎  裕美  氏 千葉公共職業安定所 専門援助部門 雇用トータルサポーター 

中 山 肇 氏 特定非営利活動法人リエゾン 理事長 

西村 優紀美  氏 富山大学保健管理センター 客員准教授 

◆基礎講座 職業リハビリテーションに関する基礎的事項等に関する講義

「精神障害の基礎と職業問題」、「視覚障害の基礎と職業問題」

◆支援技法普及講習 職業センターで開発した支援技法の紹介

「問題解決技能トレーニング」、「心の健康を保つための生活習慣 ～日常生活基礎力形成支援の紹介～」

研究・実践発表会に先立ち 11月 15日（火）に実施します。

 ○基礎講座・支援技法普及講習

11月 15日（火） 
◆パネルディスカッションⅠ 「『同僚』のちょっとした理解とサポートが力になる ～障害のある社員が働きやすい職場づくりについて～」

 ○研究・実践発表会

コーディネーター 宮澤  史穂 障害者職業総合センター 研究員 

パ ネ リ ス ト 

 (五十音順) 

成澤 岐代子 氏 株式会社良品計画 人事部 

星野  佳史 氏 株式会社スタックス 代表取締役社長 

若 林 功 氏 常磐大学人間科学部 准教授 

◆パネルディスカッションⅡ 「大学等における発達障害学生への連携支援について」

◆研究・実践発表

（口頭発表）

11月 16日（水） 

障害者雇用に関するテーマを設定した分科会ごとに、研究者、 

企業関係者等が研究成果や実践報告等を発表 

「障害や難病等のある人々の多様な働き方の現在地 
～地域連携やテクノロジー活用の事例から～」 

」

  

特 別 講 演 

東京大学先端科学技術研究センター 
社会包摂システム分野・教授 近藤 武夫 氏

第３０回 

職業リハビリテーション 
研究・実践発表会 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構では、職業リハビリテーションに関する研究成果等を広く各方面に周知すると

ともに、参加者相互の意見交換、経験交流等を行うため、「職業リハビリテーション研究・実践発表会」を毎年開催しています。 

 今年は、以下のプログラムを開催します。初めての試みとして、「特別講演」及び「パネルディスカッション」についてはライブ配

信を行います。 

※新型コロナウイルス感染症の影響による社会全体の対応状況や、会場の利用条件等に応じつつ開催することとなるため、無観客での開催や、 

プログラムの変更等の可能性があります。 

 令和 4年 11月１５日（火）・１６日（水）東京ビッグサイトで開催 !



ご 案 内ご 案 内ご 案 内ご 案 内ご 案 内ご 案 内ご 案 内ご 案 内
第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会を下記のとおり開催します。

ぜひご参加ください。また、昨年までの開催内容をホームページに
掲載していますのでご参照ください。

令和４年１１月１５日（火）  １３時００分～１６時４０分
１１月１６日（水）  １０時００分～１６時５０分
※発表会に先だち、基礎講座及び支援技法普及講習を行います（11月15日(火) 10:30～12:00）。

※カメラで読み取ったQRコードのリンク先が、
https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/vrhappyou-index.html
であることを確認のうえアクセスしてください。

第30回

東京ビッグサイト 会議棟（東京都江東区有明３－１１－１）
　 ～国際会議場・レセプションホール・各会議室～

職業リハビリテーションに関する調査研究や実践経験の成果等を広く周知するととも
に、参加者相互の意見交換、経験交流等を行うことで、職業リハビリテーションの支援
技法の向上を図り、障害者の雇用を促進することを目的としています。

開催目的

会　　場

日　　時

職業リハビリテーション
研究・実践発表会
職業リハビリテーション
研究・実践発表会
職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション
研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会
職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション職業リハビリテーション
研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会研究・実践発表会
職業リハビリテーション
研究・実践発表会
職業リハビリテーション
研究・実践発表会
職業リハビリテーション
研究・実践発表会

東京ビッグサイト 会議棟（東京都江東区有明３－１１－１）
　 ～国際会議場・レセプションホール・各会議室～

職業リハビリテーションに関する調査研究や実践経験の成果等を広く周知するととも
に、参加者相互の意見交換、経験交流等を行うことで、職業リハビリテーションの支援



１ は֪֗׀Ө

第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会では、障害者雇用をテー䝬とした「特ู講演」、「䝟䝛ル䝕ィ

スカッション」の䜋か、分⛉会形式による「ཱྀ㢌発表」を実施いたします。

ึめてのヨみとして、「特ู講演」、「䝟䝛ル䝕ィスカッション」の開催ᶍᵝについて、ྠ日ライブ配信を実施

いたします。また、ライブ配信中に録した動⏬を、ᖺにᘬ䛝続䛝後日当機構ホームページ（https://
www.nivr.jeed.go.jp）にて䜸ン䝕䝬ン䝗配信いたします（１䠎᭶㡭をண定）。

㐲方のため会場にお㉺しになれない場合、当日のご㒔合がつかない場合等、䛬䜂ご視聴いただ䛡れ䜀ᖾ

いです。

なお、᪂ᆺ䝁ロ䝘ウイルスឤᰁ䜈のᑐᛂを考៖し、ⓙᵝに安ᚰして参加いただ䛡る発表方法を検討いた

しました⤖果、ᖺとྠᵝ、開催つᶍを⦰ᑠし、発表者と直᥋意ぢ交や㉁問がで䛝る「䝫スター発表」の実

施をྲྀり止めることとしました。

そのため、各プログラムの定員ᩘも⦰ῶしております。定員に達した場合、ご希望に沿えないことがご䛦い

ますので、あらか䛨めごᢎください。

ⓙᵝにはご⌮解の䜋ど、どう䛮よ䜝しくお㢪いいたします。

※ ମ年度のѣဒǍ発表૰はこƪらからごᚁいただけますのでご参照ください。

カメラで読み取った QR ǳーȉのリンク先が、

https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/29kaisai.html  

であることをごᄩ認のうえǢクセスしてください。

㕲 ၾዴ

（１） ଞՔಲ브会

º ्会ఴ （13:0ӺӻӽԄӻӿ） 構機援支用雇者職ồ・害障・㱋㧗人法ᨻ⾜❧⊃） ᶞၿ䚷ὸ ⌮事㛗）

º Ҧبנטؠ؆ （13ԄӻӿӻӾԄӿӿ）

「ը၍ፉթの֢֠׆としたጫ解とؒתート力֪֩ ～障害のցೂࡿ။֘׃փ職֤֎֪つփ֥～」Ө

䝁ー䝕ィ䝛ーター ᐑ ⃝ ྐ ✑ 障害者職業総合センター 研究員

䝟 䝛 リ ス ト

㻔༑㡢㡰㻕

成⃝ ᒱ௦子 Ặ 株式会社Ⰻရィ⏬ 人事㒊

ᫍ 㔝 ె ྐ Ặ 株式会社スタックス ௦表ྲྀ⥾ᙺ社㛗

ⱝ ᯘ ຌ Ặ 常☬Ꮫ人㛫⛉Ꮫ㒊 ᩍᤵ

業内での障害者雇用のᢸい手は、どうしても人事ᢸ当者や業在⡠ᆺジョブ䝁ー䝏等支援者が中ᚰになりが䛱

です。しかし、障害のある社員の雇用継続や事の成果については、ྠとの人㛫㛵ಀや、ཷ䛡入れられていると

いうឤ覚の᭷↓が䛝くᙳ㡪するとゝわれています。そのため障害のある社員をཷ䛡入れる職場のྠが障害者雇

用に果たすᙺは䛝いと考えられます。䝟䝛ル䝕ィスカッションでは、障害のある社員がാ䛝やすく、力を発し

やすい職場䛵くりについて、業や研究者の❧場から意ぢ交を⾜います。 

༌１႘ኬӱ１１ଈ１㕵႘（औ）

－ 1－



º ၟᇠ講࣏ （15:1ӺӻԀԄӾӺ）

「障害ႍ׃ᅸ့のցyのዻ֩။ሑのଵఓད ～དࡰᎌૢآפ׃ー活ዿのಈ፯֊～」

講師：㏆藤 Ṋኵ Ặ （ᮾிᏛ 先➃⛉Ꮫ技術研究センター 社会ໟᦤシステム分㔝・ᩍᤵ）

㏆ᖺ、ᅜ㝿的な䝎イ䝞ーシティ䠃インクルージョンの機運の㧗まりや、日ᮏでは人ཱྀῶᑡを⫼ᬒとしたከᵝな人

ᮦの活用にᑐする㛵ᚰの㧗まりを⫼ᬒに、障害や難病等のある人䚻のാ䛝方もᛴ㏿にከᵝ化しጞめています。リ

䝰ート䝽ーク、㐌１㛫⛬ᗘからの㉸▷㛫での雇用・労ാ、⌮ᩘ⣔分㔝等でのᑓ㛛職᥇用、㧗等ᩍ⫱ẁ㝵から

のインターンシップや就労移⾜を支えるྲྀ⤌のᒎ開など、これまでは୍㒊の先進的なྲྀ⤌に␃まっていたことが୍

⯡化をጞめています。ᮏ講演では、こうしたྲྀ⤌の現在ᆅと、それらの実現を支える⏘業・⾜ᨻ・Ꮫ等のᆅᇦ連ᦠ

の実㝿や、ᩍ⫱ẁ㝵からの移⾜支援、テク䝜ロジー活用などのト䝢ックについてᴫほします。

º ଞՔಲ브 （୵၈브 58 ༎）（༌１ᆪ 10:00ӻӻԄӿӺՒ༌㕲ᆪ 13:00ӻӾԄ5Ӻ）Ө

分⛉会ẖに発表者による発表（㻝5 分）と㉁ᛂ⟅、意ぢ交（５分）を⾜います。䠔～１３ページのタイトル

や発表ᴫ要をもとに、参加希望の分⛉会を選択してご参加ください。

º ҧبנטؠ؆ （15ԄӻӺӻԀԄӿӺ）

「་ॺ့֪։ᄇ༥障害ॺ生ַのᎌૢ支援֪つփ֥」Ө

䝁ー䝕ィ䝛ーター  ཱྀ ಟ ୍ 障害者職業総合センター ௵研究員

䝟 䝛 リ ス ト

㻔༑㡢㡰㻕

ᑠ㔝ᑎ ༑ ᮾி障害者職業センターከᦶ支所 ௵障害者職業カウンセラー

ⓑ ᓮ ⿱ ⨾ Ặ ༓ⴥබඹ職業安定所 ᑓ㛛援助㒊㛛 雇用トータル䝃䝫ーター

中 山 ⫕ Ặ 特定㠀Ⴀ活動法人リ䜶䝌ン ⌮事㛗

す村 ඃ⣖⨾ Ặ ᐩ山Ꮫಖ⟶⌮センター ᐈ員ᩍᤵ 

Ꮫ等でᏛ䜆発達障害のあるᏛ生はᖺ䚻ቑ加し、支援体ไを構⠏して就労支援において成果のฟているᏛ䚷

もありますが、ከくのᏛではᏛ生支援体ไだ䛡では就労支援を実施することのᅔ難さがうかがえます。発達障害の

あるᏛ生にᑐするᏛと就労支援機㛵との連ᦠによる就労支援の実ᙉ化が必要になって䛝ます。䝟䝛ル䝕ィス

カッションでは、Ꮫと就労支援機㛵との連ᦠのあり方について、それ䛮れのྲྀ⤌を通して検討します。

（㕲） ৰຉ講௶Ք支援技法普及講習

（㻝）の研究・実践発表会に先だ䛱Ւ1 ႘ኬ֭11ଈ15႘（औ）（ӻӺԄ301ӼԄӺӺ） に、基礎講座ཬ䜃支援技

法ᬑཬ講習を⾜います。ཷ講を希望する場合は、次の䠐つの講座等の中から１つのみ選択してご参加ください。

<ৰຉ講௶>

Ⅰ 「ย්障害の基礎と職業問題」

講師：▼ཎ ま䜋䜝（障害者職業総合センター 研究員）

精神障害者の障害特性や雇用・就業状況等を紹介するとともに、支援者にồめられる㈨㉁について実践

を交えて解ㄝします。

༌㕲႘ኬӱ１１ଈ 1㕶႘（෯）
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Ⅱ 「視覚障害の基礎と職業問題」

講師：伊藤 丈人（障害者職業総合センター 研究員） 

視覚障害者の障害特性や就労状況を示すとともに、雇用継続を支える情報アクセシビリティや支援技術に

ついて、実演を交えて紹介します。

<支援技法普及講習>

Ⅰ 「問題解決技能トレーニング」

講師：山浦 直子（障害者職業総合センター職業センター 障害者職業カウンセラー） 

発達障害者の特性を踏まえ、問題の分析、解決方法の検討を効率的・効果的に進めるためのトレーニング

として職業センターで開発した支援技法「問題解決技能トレーニング」の実施方法について、演習を交えて紹

介します。

Ⅱ 「心の健康を保つための生活習慣 ～日常生活基礎力形成支援の紹介～」

講師：中村 祐子（障害者職業総合センター職業センター 障害者職業カウンセラー） 

うつ病などの精神疾患のある方に安定した職業生活を送っていただくための支援技法「日常生活基礎

力形成支援」の生活習慣（「食事」「睡眠」「運動」「その他のセルフケア」）の講座と「習慣化ミーティング」の内容

を紹介します。

３ 会場参加申込

（１） 申込方法

当機構ホームページ（https://www.nivr.jeed.go.jp）にアクセスの上、「第３０回職業リハビリテーション研

究・実践発表会の参加者募集について」のページ内の「会場参加申込はこちらから」をクリックすると、参加

申込事務局（株式会社ステージ）の申込フォームに移りますので、所定事項を入力の上、お申し込みくださ

い。「ライブ配信視聴申込」のページとは異なりますのでご注意ください。

ホームページからの申込みが難しい場合に限り、１５ページの会場参加申込書に所定事項を記入し、｢第

３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会 参加申込事務局（株式会社ステージ）｣まで郵送してくださ

い（「９ お問合せ先」参照）。

なお、参加申込登録後に、発表者が変更になったり発表が中止になることがあります。わかり次第ホームペ

ージでお知らせしますので、事前に確認してください。

また、研究・実践発表等の内容は「第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会 発表論文集」としてと

りまとめ、開催前にホームページに掲載します。

（郵送で申し込む際のご注意）

①現在の空席状況を参加申込事務局（株式会社ステージ）までお問合せの上、次ページの表を参考に参

加希望のプログラムを選択してください。

②定員に達した場合、ご希望に沿えないことがあります（参加申込事務局（株式会社ステージ）より連絡します）。 

③手話通訳・要約筆記・会場内誘導等の介助を希望される方は、必要事項を具体的に記載し、希望する

プログラムの番号（①～⑥）を選択してください。

④申込内容を忘れないよう各自で控えてください。
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日 時 プログラム 番号 備考 

11 月 15 日（火）

13:15～14:55 パネルディスカッションⅠ ① 参加の有無

15:10～16:40 特別講演 ➁ 参加の有無

11 月 16 日（水）

10:00～11:50 口頭発表 第１部 ③ １～6 より１つ選択

13:00～14:50 口頭発表 第２部 ④ 7～12 より１つ選択

15:10～16:50 パネルディスカッションⅡ ⑤ 参加の有無

11 月 15 日（火） 10:30～12:00 基礎講座・支援技法普及講習 ⑥

受講希望の場合は、

「基礎講座Ⅰ・Ⅱ」又は
「支援技法普及講習Ⅰ・Ⅱ」より
１つ選択

（㕲） 申込ৼ

፭Ꭼ㕴Ⴉ㕱㕰ଈ㕴日（औ）㕱㕳ಐֽで（郵送は１０᭶３日（᭶）必╔）

䈜 先╔㡰。ᮇ限内でも定員に達した分⛉会等より㡰次申込みを⥾めษります。 

（３） 会場参加ဎᎩආӨ

①申込者のe-mailア䝗レスに会場参加登録ドをお送りします（e-mailྍの方のみ郵送します）。

②会場参加登録ドがᒆかない場合、参加申込事務局（株式会社ステージ）まで必䛪連絡してください

（「９ お問合せ先」参照）。

③会場参加登録ドに記載されている「QR䝁ー䝗」を、発表会当日にཷでᥦ示してください（ᦠᖏ㟁話・

ス䝬ートフォン等、ཪは会場参加登録ドをプリントアウトしたもの）。

④会場参加登録ドに「QR䝁ー䝗」が表示されていない場合は、参加申込事務局（株式会社ステージ）まで

必䛪連絡してください。

䐣᪂ᆺ䝁ロ䝘ウイルスឤᰁᑐ⟇として、この会場参加登録ドはごᮏ人のみ᭷効となります。

㕴 ვම౽ྐ申込؋י؞

（１） ვමၾዴ

日 時 プログラム 

11 月 15 日（火）

13:00～13:15 開会挨拶

13:15～14:55 パネルディスカッションⅠ

15:10～16:40 特別講演

11 月 16 日（水） 15:10～16:50 パネルディスカッションⅡ

䈜 ライブ配信中に録した動⏬は、後日当機構ホームページ（https://www.nivr.jeed.go.jp）に掲載します（㻝2 ᭶㡭をண定）。

（㕲） 申込方法

当機構ホームページ（https://www.nivr.jeed.go.jp）にアクセスの上、「第３０回職業リハビリテーション研

究・実践発表会の参加者募集について」のページ内の「؋י؞ვම౽ྐ申込はこちらから」をクリックする

と、参加申込事務局（株式会社ステージ）の申込フォームに移りますので、所定事項を入力の上、お申し込み

ください。「会場参加申込」のページとは異なりますのでご注意ください。
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ホームページからの申込みが難しい場合、電話又は e-mail により参加申込事務局（株式会社ステージ）

（TEL：03-3958-5292）までお問合せください（「９ お問合せ先」参照）。

なお、視聴にあたっては以下の点にご留意ください。

①視聴中アクセスが集中した場合、配信が途切れる可能性がございますので、あらかじめご了承ください。

②安定したインターネット環境を確保してください。

③チャット機能はありません。

④質疑応答機能はありません。

⑤撮影、録画、録音、転送、転用、転載等は禁止です。

（３） 申込期限

令和４年１１月１４日（月）１３時まで

※ 先着順。期限内でも定員になり次第申込みを締め切ります。

（４） 視聴方法

①申込完了後、申込者の e-mail アドレスに、配信視聴用URLと併せて、ログインID及びパスワードが記載

されたメールをお送りします。

②メールが届かない場合、参加申込事務局（株式会社ステージ）まで必ず連絡してください。

③配信日の両日とも、プログラム開始６０分前よりアクセス可能となります。

④視聴推奨環境は次のとおりです。

【パソコン（以下の HTML5 プレーヤーで h.264 MP4 動画が再生可能なブラウザ）】

・「Chrome 30〜」、「Firefox 27〜」、「Microsoft Edge」、「Safari 9〜」

【モバイル/タブレット】

・「Android バージョン（Lollipop） 5.0〜」、「iOS バージョン 9.3.5〜」

⑤視聴の不具合等については、参加申込事務局（株式会社ステージ）まで連絡してください。

５ 参加費

「会場参加」「ライブ配信視聴」ともに、すべて無料です。

６ 会場参加の受付等

（１） 受 付 東京ビッグサイト 会議棟（逆三角形の建物）６Ｆロビー

（２） 会場内 会場内では、検温の実施、間隔を空けた席配置、アルコール消毒液の設置等新型コロナウイ

ルス感染症対策を行います。参加者の皆様におかれましても、マスクの着用等の感染対策の徹

底をお願いいたします（「８ 新型コロナウイルス感染防止のための措置」参照）。

（３） 昼  食 発表会会場内・ロビー等での食事はお控えいただき、会場周辺の飲食店をご利用ください。東京

ビッグサイト内の飲食店は、イベントの開催状況により営業日、営業時間が変更になる場合があ

りますので、東京ビッグサイトのホームページ（https://www.bigsight.jp/）等でご確認ください。

（４） 宿   泊 各自で手配をお願いします。

（５） 駐車場 障害等により駐車場が必要な方は、東京ビッグサイト駐車場管理担当へお問い合わせください

（TEL：03-5530-1111(代表)）。障害者手帳等の提示により割引が受けられる場合があります。

７ 個人情報の取扱い

申込時に頂戴した個人情報は、職業リハビリテーション研究・実践発表会に関する事務処理のみに利用

し、当機構の個人情報の取扱いに関する規程等に基づき適正に取り扱います。 

なお、公衆衛生の向上等のために特に必要のある場合であって、保健所等からの求めがある時には、参加

者の個人情報を提供します。
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㕸 ශؠיכآרশሻ֭֭֞׀ຂམ

᪂ᆺ䝁ロ䝘ウイルスឤᰁのᙳ㡪による社会体のᑐᛂ状況や、会場の用᮲௳等にᛂ䛨つつ開催する

こととなるため、↓ほᐈでの開催やプログラムの変更等のྍ能性があります。変更が生䛨た㝿はホームページ

（https://www.nivr.jeed.go.jp）にて㏿やかに࿘知させていただ䛝ますので、あらか䛨めごᢎください。変

更にకう交通㈝、ᐟἩ㈝等の解約ᩱについては㈇ᢸしか䛽ますので、ごᢎ知お䛝ください。

なお、௨ୗの事項につ䛝ましてご༠力いただ䛝ますようお㢪いします。 

ժի

௨ୗの状がある場合には、当日の᮶場をご㐲៖ください。

①㢼㑧の状がある

②３䠓䠊５ᗘ௨上の⇕がある

③ᛰឤ（ᙉいだるさ）がある

④྾がᅔ難である（ᜥⱞしい）

䐣覚、Ⴅ覚に異常がある

ժव֪֥ի

当日の会場では、௨ୗの事項のᚭᗏにご༠力ください。

①䝬スクの╔用（㰯からあごの先までそってください。）

②検 の実施（検 で３䠓䠊５ᗘ௨上の⇕がある場合には、発表会䜈の参加をご㐲៖いただ䛝ます。）

③手ᣦのᾘẘ

④䝋ーシ䝱ル䝕ィスタンスの確ಖ

䐣発表会会場内・ロビー等での食事はお控えいただ䛝、会場࿘㎶の㣧食ᗑをご用ください。

௨上のᑐ⟇とేせて、当日の会場では当機構スタッフのᣦ示にᚑい、安な発表会の運Ⴀにご༠力をお㢪

いします。ឤᰁ㜵止ᑐ⟇にご༠力いただ䛡ない場合は、や䜐をᚓ䛪㏥場をお㢪いする場合がご䛦います。

䈜 参加者のⓙᵝには、ឤᰁᑐ⟇のため、ウイルス᥋ゐ確認アプリ（COCOA）の用を᥎ዡしております。

㕹 ։ኴ֚๐

ժౄइ申込ಈኃઅ（খಠवೂー）ի

「第３０回職業リハビリテーション研究・実践発表会」参加申込事務局（株式会社ステージ内）

䛈㻝㻜㻤㻙㻜㻜㻞2 ᮾி㒔 ༊ᾏᓊ㻟㻙㻡㻙㻝

㼀㻱㻸：㻜㻟㻙㻟㻥5㻤㻙㻡㻞㻥2 （ཷ㛫：㻥:㻜㻜～㻝㻣㻦㻜㻜 ᅵ日䡡⚃日を㝖く）

º 「वౄइ」ᑓ用問合せ❆ཱྀ e-mail：jeed2022_kaijyo@stage.ac 
ºӨ ཱྀ❆ᑓ用問合せ「ვම؋י؞」 e-mail：jeed2022_live@stage.ac

䠆 株式会社ステージはプライ䝞シー䝬ークไᗘ認定事業者で、当機構と参加申込業務に㛵するጤクዎ約を⤖䜃「ಶ
人情報ಖㆤに㛵する事項」に基䛵くཝ㔜な情報⟶⌮を⾜っています。 

ժಈኃઅի

⊂❧⾜ᨻ法人㧗㱋・障害・ồ職者雇用支援機構

障害者職業総合センター 研究⏬㒊⏬ㄪᩚᐊ

䛈㻞㻢㻝㻙㻜㻜㻝4 ༓ⴥ┴༓ⴥᕷ⨾༊ⱝⴥ 㻟㻙㻝㻙㻟

㼀㻱㻸：㻜㻠㻟㻙㻞9㻣㻙㻥㻜㻢㻣 / e-mail：vrsr@jeed.go.jp
ホームページ：https://www.nivr.jeed.go.jp

ӫの QR ǳーȉから読み込み、表ᅆされるႇページからごႇください。

※カメラで読み取ったリンク先が、

https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html

であることをごᄩ認のうえǢクセスしてください。
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10　プログラム

○ 研究・実践発表会

【第１日目】 令和４年１１月１５日（火）

氏

氏

氏

氏

【第２日目】 令和４年１１月１６日(水)

氏

氏

氏

○ 基礎講座・支援技法普及講習

令和４年１１月１５日(火) １０：３０～１２：００ ※ 上記の研究・実践発表会に先だち、下記の基礎講座及び支援技法普及講習を行います（４つの会場に分かれて同時に行います）。

１０：００より受付（６Ｆ ロビー）

講師 ：中村　祐子
障害者職業総合センター職業センター
障害者職業カウンセラー

講師 ：山浦　直子
障害者職業総合センター職業センター
障害者職業カウンセラー

支援技法普及講習

講師 ：伊藤　丈人
障害者職業総合センター
研究員

講師 ：石原　まほろ
障害者職業総合センター
研究員

基礎講座

 Ⅰ 「精神障害の基礎と職業問題」  Ⅱ 「心の健康を保つための生活習慣
～日常生活基礎力形成支援の紹介～」

 Ⅰ 「問題解決技能トレーニング」 Ⅱ 「視覚障害の基礎と職業問題」

閉　　　会

中山    肇 特定非営利活動法人リエゾン 理事長

授教准員客ータンセ理管健保学大山富美紀優村西05:61

休　　　憩

15:10

パネル
ディスカッションⅡ

「大学等における発達障害学生への連携支援について」

コーディネーター： 井口   修一 障害者職業総合センター 主任研究員

小野寺 十二 東京障害者職業センター多摩支所 主任障害者職業カウンセラー

白崎   裕美 千葉公共職業安定所 専門援助部門 雇用トータルサポーター

休　　　憩

13:00
研究・実践発表

口頭発表 第２部 （第７分科会～第１２分科会）

14:50   分科会形式で６つの会場に分かれて同時に行います。

時間 内 容

9:00 受　　　付 ６Ｆ ロビー

10:00
研究・実践発表

口頭発表 第１部 （第１分科会～第６分科会）

11:50   分科会形式で６つの会場に分かれて同時に行います。

常磐大学人間科学部 准教授

休　　　憩

15:10
特別講演

「障害や難病等のある人々の多様な働き方の現在地 ～地域連携やテクノロジー活用の事例から～」

16:40 講 師 ： 近藤   武夫 東京大学 先端科学技術研究センター 社会包摂システム分野・教授

13:15

パネル
ディスカッションⅠ

「『同僚』のちょっとした理解とサポートが力になる ～障害のある社員が働きやすい職場づくりについて～」

コーディネーター： 宮澤   史穂 障害者職業総合センター 研究員

パ ネ リ ス ト： 成澤 岐代子 株式会社良品計画 人事部
( 五 十 音 順 )

星野   佳史 株式会社スタックス 代表取締役社長

功林若55:41

13:00 開　　　会 挨 拶 ： 湯浅 善樹 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 理事長

時間 内 容

12:30 受　　　付 ６Ｆ ロビー

パ ネ リ ス ト：
( 五 十 音 順 )
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地域連携をもっと身近に地域貢献をもっと高める就労移行支援事業所の
取り組み

ウェルビー株式会社 ウェルビー千葉駅前第2センター
就労移行支援部  就労支援員

－ 11 －
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